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研究成果概要 
 本年度は，観測データを有効利用するため

に，月光下での観測データ及びトランスミッ

ションレベルが通常より低い場合の観測デー

タのそれぞれの解析方法の改良に時間を費や

し，Crab nebula の観測データで検証を行っ

た．また，低エネルギー事象に有効な MaTaJu
クリーニングを試した．改良された解析方法

を，2019 年 12 月から 2021 年 6 月までの計

42 夜の観測で得られた電波銀河 M87 の観測データに適用した．トランスミッションレ

ベルが低い 0.55 以上の観測データで有効観測時間は 26.5 時間であった．これによりト

ランスミッションが 0.85 以上の通常の良好な条件に比べて，有効観測時間を 2.7 倍にす

ることができた．図にq 2分布を示す．Li&Ma 有意度で 4.7sの超過事象を観測すること

ができた．SED 等の詳細は現在解析中である．一方，超高エネルギーガンマ線の検出が

期待されるブレーザーで，赤方偏移 0.101 の HBL に分類される TON396 に MaTaJu ク

リーニングを適用して解析を行った．その結果エネルギー閾値を従来の約 70GeV から

約 55GeV まで下げることができガンマ線放射のヒントはつかめたが，統計的に有意な

検出には至らなかった． 
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